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「

本
書
は
、

昭
®

一
一
九
^

^

か
ら
：翌
四
〇
年
秋
に 

办
げ
弋
行
な
わ
れ
た
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
：
 

究
_

業
の
.

一
つ
•
で
あ
る「

国
際
通
貨
制
度
の
.

研
究」

の
報
告
を
、：
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
ず
に
公
刊
に
付
し 

た
.も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、、
本
書
は
研
究
会
参
. 

加
の
各
メ 

S

パ
I

の
い
わ
ば
特
殊
研
究
を
並
列
的
に 

取
め
た
だ
け
で
あ
り
、.
研
究
会
と
し
て
の
，国
際
通
貨 

制
度
問
題
の
本
質
的
究
明
や
' 

現
行
国
際
通
貨
制
度 

の
補
张
.
•
改
革
な
ど
国
際
通
貨
制
度
対
策
の
提
案
は 

な
.

い
。」

.

(

序
に
か
え
て
、

一
頁)

こ
の
ょ
ぅ
に
、
本
書
は
、
研
究
会
参
加
の
人

 々

(

青
島
昭
久
、
新
井
瘦
一
、
貝
塚
啓
明
、
河
合
俊
三
、」 

小
島
章
伸
、
鈴
木
浩
次
、
富
塚
文
太
郎
，
松
村
善
太 

郎
、
村
野
孝
各
氏)

の
.
意
見
の
統
一
.を
は
か
る
こ
と
. 

を
全
く
せ
ず
に
、
，
各
人
の
主
張
の
ま
ま
、
見
解
の
対 

立
の
ま
ま
に
、
国
際
通
貨
制
度
の
現
状
あ
る
い
.

は
現 

行
国
際
通
貨
制
度
の
本
質
と
問
題
点
を
明
ら
.か
に 

し
、
各
自
の
視
点
に
立
.
っ
て
、
分
析
と
評
価
を
加
え 

る
こ
と
に
•
む
け
ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
問
題
の
中
心
に
お
.
か
れ
た
の
は
、
国
際
通 

貨
制
度
に
お
け
る
金
の
地
位
お
よ
び
現
行
国
際
通
貨
.

制
度
の
核
心
と
レH

の
I

M

F .
P

あ
っ
た
。
'

な
か
で
：
 

,
.

も
"

金
問
題
を
正
面
き
っ
て
と
り
あ
げ
、'
つ
っ
.

人〕

.ん 

だ
究
明
が
こ
こ
.

ろ
み
ら
れ
，て
い
る
点
'

に
、
‘本
書
の
大 

.

.

.き
な
勝
微
'

が
：あ
る
.

ズ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。

;■

し
：か
し
.、
た
と
え
ば
、
.

第
一
一
次
大
戦
後
の
国
際
通 

:«

制
度
が
.
金
為
替
私
位
制
で
.

あ
る
の
加
贫
か
、：

.

さ
^

 

に
、
ド
ル
為
替
本
位
制
と
い
え
る
の
が
否
か
、
の
%•
, 

っ
と
も
基
本
的
問
題
点
を
め
ぐ
っ
て
も
、
鋭
い
意
見 

の
対
立
が
み
ら
れ
る
。
，(

村
野
氏一

一
頁
お
ょ
び
一 

四
丨一

.

六
頁
、
新
.井
历
-/
1

五
頁
、
富
塚
氏
三
九—

四 

.

〇
頁
、
鈴
木
氏
六一

.

頁
'

青
野
氏
一
一
〇
h

-_
'-
三 

頁
.
、.)

勿
論
、
言
葉
.

の
定
義
.
意
味
の
問
題
も
あ
ろ 

ぅ
が
、
そ
の
对
立
は
か
な
り
本
質
的
で
あ
る
ょ
ぅ
に 

思
わ
れ
る
。

.

‘

本
書
の
構
成
は
、
I

国
際
通
貨
制
度
問
題
と
は 

何
か
、
n

ド
ル
防
衛
と
国
際
通
貨
制
度
の
改
革
、

. 

m

流
動
性
危
機
の
論
理
、
]7

国
際
通
貨
制
度 

改
尊
問
題
と
I

M

F

制
度
、
V

金
本
位
制
復
帰
論 

に
つ
い
て
、
VI
.

ド
ル
為
替
本
位
制
と
®
際
金
融
搀 

力
、

vn
_

現
行
国
際
通
貨
体
制
と
.

金
：、
m

国
民
通 

貨
準
備
の
国
際
.
化
、
K

シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
^

—

オ
ッ

ソ
ラ
報
告
と
I

M

F

総
会
-

-

-

-で
あ
る
。

一
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
視
点
か
ら
分
析
を
加
え
て
お 

り
興
味
深
い
が
、
と
り
わ
け
、
观
の
松
村
氏
の
論
文 

は
、
国
際
通
貨
制
度
の
問
題
と
し
て
、
調
整
過
程=

=

 

均
衡
ア
プ
ロ 
I

チ
，
流
動
性
：

=

流
動
性
ア
.

プ
ロ
.
丨

チ
、
準
備
通
貨
の
信
認=

=

安
定
性
ア
ブ
ロ
ー
.

チ
、
の 

:

三
つ
を
と
り
あ
げ
、
キ
ー
ヵ
レ
ン
シ
ー
の
史
定
性
ア 

'

プ
ロ
ー
チ
と
国
際
流
動
性
.

ア
ブ
ロ
ー
チ
の
矛
盾
が
、

'
国
民
通
貨
を
国
際
通
貨
に
用
い
る
現
行
制
度
に
内
在 

.

す
る
甚
本
的
ジ
レ
ン
マ
で
あ
り
、
ド
.ル
単
元
性
で
あ 

名
と
多
数
通
貨
本
位
制
で
あ
る
'

と
を
間
わ
ず
、
金
為 

■■
#

本
位
制
が
存
在
す
る
限
り
不
可
避
の
.ジ
レ
ン
マ
で 

;

•

あ
る
と
し
、
世
界
中
央
銀
行
を
創
設
し
、
：金
の
国
民 

的
多
元
的
管
理
を
国
際
的
一
元
管
理
べ
転
換
さ
せ
る 

.

.

.
，
国

際

本

位

制

へ

の

前
進
の
必
W

性
を
明
確
化
し
て
お 

り
、

そ
の
明
快
な
論
理
に
と
く
に
興
味
を
ひ
か
れ 

た
。本

書
は
、
か
：か
る
意
味
か
ら
、
入
門
書
•
手
引
書 

と
し
て
よ
り
も
、
問
題
点
の
指
摘
書
•
問
題
提
起
書 

.

と
し
て
の
色
彩
が
つ
よ
く
、
か
.

か
る
問
題
.
に
興
味
あ
. 

る
人
々
に
は
、-

K

い
に
参
考
と
な
ろ
う
。
し
か
し
本 

書
ば
、
h
各
論
者
が
自
分
の
主
張
を
簡
潔
に
、
か
つ
な 

ま
の
ま
ま
に
打
ち
'出
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
十
分
^
 

理
解
す
る
た
め
に
は
、
.国
際
金
融
お
よ
び
国
際
通
貨 

.
問
題
に
つ
い
て
の
か
な
り
の
知
識
•

莲
礎
理
論
の
理 

解
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
.

一
 

.

読
し
て
の
印
象
で
は
、
も
う
少
し
各
論
者
間
で
徹
r« 

し
た
論
議
が
^

:

な
わ
れ
れ
ば
、.
か
な
り
の
相
互
理
M -
、
 

意
見
の一

致
が
.
可
能
で
あ
づ
た
、
あ
る
い
は
ど
こ
に 

そ
の
意
見
の
本
質
的
相
違
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
か
が 

浮
彫
り
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

と
ま
れ
、
こ
の
よ
ぅ
な
問
題
を
専
門
的
に
研
究
，
4

 

.
よ
ぅ
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
必
読
の
書
で
あ

り

、
 

こ
こ
で
出
さ
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
見
方
や
論
議 

を
、；
者
が
自
分
の
頭
の
.
中
で
再
阻
嚼
•

；
整
理
し
、
 

本
質
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
見
定
め
、
，新
し
い
展
開 

を
め
ざ
す
こ
と
が
是
非
必
要
と
さ
れ
る
に
ち
が
い
な 

い
。

(

日
本
経
済
新
聞
社
.
•
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ 

丨
双
書
2
 

.
A
L
O

 

•

一.
七
七
頁
.

七
〇
〇
円)

I

深

海

博

明

—

 

f
 

*

 

*

南
亮
三
郎
•

館
' 

稳

編

.、

、

,

.
■

.『

人

口

都

市

化

の

理

論

と

分

析

』

：

-

人
口
問
題
に
つ
い
て
の
徽
合
的
科
学
的
研
究
を
行 

ぅ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
分
野
の
専
門
家
を
集
め 

て
昭
和
三
-
f

-三
年
に
つ
く

ら

れ

た
人
口
学
研

究

会

 

は
、,
そ
の
共
同
研
究
の
成
果
を「

人
ロ
学
研
究
会
研 

.

究
叢
書」

と
し
て
刊
行
し
て
来
た
。.
叢
書
の
第
I

巻 

.

は
.
.
.

『

'A

口

論

史
-

人
口
学
へ
の
.
道
—

-』

.

(

昭
和 

三
十
五
：年)

、
第
n

巻

は『

世
界
.
の
入
口
問
題』

(

昭 

和
三
十
八
年)

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
，

『

人 

ロ
肩
市
北
の
理
論
と
分
析』

は
、
こ
の
叢
書
の
第
冚 

卷
上
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

.

.

A

 

ロ
都
市
化
の
；問
題
せ
>

.

-4

日
、
，世
界
の
最
も
緊

肩
な
課
題
.

の
一
つ
で
あ
る
。
.,

過
去
十
年
間
に
、
先
1:

.
 

.
 

:

新

へ

刊

紹

介
.

地
域
は
い
ぅ
ま
で
も
な
く
、
開
発
途
上
に
あ
る
諸
地 

域
に
お
い
て
も
、
人
ロ
の
都
市
化
が
|,急
激
に
進
行
し 

た
.

そ

れ

は
.

一.
ロ

に

，

「

都
市
人
口
爆
発」

と
さ
え 

呼
ば
れ
る
多
く
の
経
済•

社
会
問
題
を
提
起
し
て
、，
 

る
。人

ロ
都
市
化
の
現
象
形
- ^
と
そ
の
提
起
す
る
問
題 

の
性
質
は
、
先
進
国
と
低
開
発
国
と
で
は
異
っ
て
ぃ 

る
。
先
進
国
で
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
外
延
的
な
膨 

脹
、
郊
外
化
、
：
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
形
成
と
発
展
、
人 

ロ
都
市
化
の
^
散
化
と
中
都
市
の
持
つ
経
済

•

社
会 

的
意
義
の
増
大
等
が
政
策
的
な
手
当
を
必
罾
と
し
て 

•

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
開
発
途
上
に
あ
る
、
い
わ 

ゆ
る
低
開
発
諸
国
で
は
、
急
激
.な
人
口
増
加
の
た
め 

に
農
業
部
門
か
ら
非
農
業
部
門
べ
の
火
ロ
庄
カ
が
大 

き
く
、
こ
の
為
に
低
賃
金
現
象
を
伴
ぅ
人
口
都
市
化 

ガ
深
刻
.な
問
題
を
引
き
起
し
て
い
る
。

;

こ
れ
ら
ニ
つ
の
類
型
の
間
に
あ
っ
て
、
わ
が
国
の 

場
合
は
特
殊
で
あ
る
。
技
術
革
新
を
：急
速
に
導
入
し 

て
そ
れ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、.
.1'

方
、
人 

ロ
--

？:

の
，も
の
も
.「

人
口
革
命」

.

と
呼
ば
れ
一
る
ほ
ど
に
. 

急
激
な
構
造
変
.'
^

を
経
験
し
た
。
そ
'
の.
た
め
に
；
.都 

市
計
画
、
地
域
開
発
、
国
吐
開
発
等
の
問
題
は
、
先 

進
国
的
都
市
問
題
と
.同
時
に
低
開
発
国
的
な
農
村
労 

働
力
問
谓
を
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
扱
わ
ね
ば
な
ら
な 

•V
'

こ
と
に
な
る
。

.

.

.

.

<

:

:

.

:
■:
,

.

..

.

.

:
:

2

り
わ
け
、:'
:
'哪
郝
三
十
年
代
後
半
か
；

i

昭
和
呼
七

年
代
に
か
付
て
の
、
日
本
の
人
口
.の一

部
都
市
圏
へ 

の
集
中
は
極
端
に
激
し
く
、
そ
の
今
後
の
動
向
は
わ 

が
国
の
経
済
構
造
长
：大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
は 

も
は
や
不
可
避
の
.
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
か
か
る
時 

点
に
た
っ
て
、
人
口
都
市
化
に
関
す
る
ア
ブ
ロ
ー
チ 

を
、
人
口
学
、.
‘社
会
学
、
経
済
学
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
' 

汾
野
に
つ
い
て
整
理
.

1

た
の
が
こ
の
書
物
で
あ
る
。
 

従
っ
て
、
-M

等
か
の
意
味
で
、
人
ロ
集
中
乃
至
は
人 

ロ
流
動
の
現
象
と
そ
れ
，に
関
連
す
る
諸
問
題
を
分
析 

し
ょ
ぅ
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
こ
の
書
物
は
有
意
義 

な
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

各
章
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
に
従
事 

す
る
人
々
が
極
め
て
简
明
な「

理
論
と
分
析
|_
の
整 

理
を
行
な
っ
て
い
る
。
各
章
末
の
参
考
文
献
も
含 

め
て
、
1

れ
ら
の
展
望
の
範
囲
は
さ
す
が
に
広
い
と 

思
ぅ
。
 

.

V

第j

章

「

日
本
の
人
口
都
市
化」

(

上
田
正
夫)

は
、
明
治
中
期
以
後
、
日
本
経
済
の
兖
展
と
と
も
に 

都
市
人
口
は
い
か
に
推
移
し
て
き
た
か
を
歴
史
的
に 

考
察
し
、

一
九
六
〇
年
国
勢
調
茶
.
に
至
っ
て
、
全
国 

面
積
の」

〇
%

の
地
域
に
全
国
人
-0

の
四
四
％
が
集 

中
し
て
.い
る
事
実
を
指
摘
す
る
。
.

ま
た
、
最
近
の
傾 

向

A
J

し
て
六
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
同
時
に
一
方 

ヤ
周
辺
地
域
へ
の
移
動
%■

激
化
し
て
、
日
本
の
史
上 

で
か
つ
'

て
見
ら
れ
な
か
っ
た
.
大

都

市

地

域

の

形

^:
と

発

展

が

起

り

つ

つ

‘

；
^

こ
と
を
指

摘

する
。
こ
れ

• 

■ 

.

.

'
 
- 

•

.

六

九'

(

五

ニ

！

一
)



务
の
傾
向
が
人
ロ
構
造
お
よ
び
苒
生
產
カ
構
造
の
土 

に
及
ぽ
.

す
影
響
を
人
口
学
的
に
解
明
し
'よ
ぅ
と
し
て 

い•

る
,0
. 

.  

, 

V

 

.

:

:

'

.

第

一

一

摩
.「
人
口
都
市
化
に
関
す
る
:A

ロ

箭
- 

(

館
稳)

で
.は
、
人
口
都
市
化
に
関
す
る
古
今
の
学 

説
を
整
理
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
^

つ
歴
史
的
な
ら
び 

に
現
.実
的
意
義
を
評
価
し
ズ
い
.

る
。
.
ご
の
章
の
サ
一 

ベ
ィ 
は
極
め
て
広
い
範
囲
.
に
わ
た
り
、
筆
者
.の
齔
鑽 

の
深
さ
を
思
わ
し
め
る
と
同
時
に
、'
わ
れ
わ
れ
人
口
. 

理
論
を
専
.攻
と
し
な
い
者
に
と
っ
て
も
極
め
：て
貴
重
；
 

な
展
望
と
か
っ
て
い
る
。

.

第
三
章
'「

人
口
都
市
化
.

上
}
-
j

業
化」

(

水
野
朝
夫
. 

小
莉
米
清
弘
•
南
亮
進

•

小

野

旭
•

金
田
昌
司)

は
、

経
済
学
的
立
場
.

か
ら
め
分
析
を
：行
な
.っ
て
い 

る
。
こ
こ
で
は
、
工
業
化
と
人
.ロ
都
市
化
と
が
ま
員 

.
一
体
を
な
す
現
象
で
あ
る
■
と
い
.
ぅ
'
今
日
の
経
済
研 

究
の
立
場
が
ら
云
っ
て
極
め
て
正
し
い
認
識
に
た
っ
■ 

て
、
学
説
史
的
に
理
論
の
.
整
理
を
行
な
い
、
.
.
.日
本
の
ベ
. 

人
口
都
市
集
中
を
都
市
に
お
げ
る
就
業
機
会
.で
説
明 

，す
る
実
証
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

'

第

四

章「

人
口
都
市
化
と
産
業
立
地」

(

金
田
昌 

司)

.

は
：近
代
立
地
理
論
の
立
場
か
ら
の
分
析
で
あ 

る
0

:

こ
こ
で
も
立
地
論
の
：系
譜
の
展
望
を
行
な
い
、
 

そ
の
成
果
と
し
て
立
-i
t

均
衡
の
理
論
と
集
積
形
成
の 

経
済
利
益
の
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
理
論
展
. 

開
に
基
づ
い
て
関
東
地
方
五
都
市
の
立
地
動
向
と
人

ロ
移
動
.
の
関
係
.
を
分
析
し
て
い
る
。
；
，；

.

第

五章
；：「

農

村

か

ら

み

た

入

口

都

市

化

」
(

畑

井
. 

義
8 -
,:
-
は
労
働
カ
供
給
面
か
.ら
こ
の
問
題
を
分
析
,1
.

.
て
い
る
。

戦
前
戦
後
の
.
農

村

入

、
ロ

と

農

家

人

ロ

の

±

:

■.に
.
起
っ
た
^

^

の
様
子
■を
克
明
に
，記
述
し
て
、
今
後
.
 

も
農
業
に
お
け
.
る
労
働
力
.
不
足
'が
進
行
す
る
で
あ
ろ 

ぅ
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
。

.

第
六
章
'-
,社
会
学
お
よ
び
社
会
生
態
学
か
ら
み
た 

人
ロ
都
市
化」

(

富
田
富
士
雄
.
.
鈴
木
：啓
祐

)

は
、

人
ロ
都
市
化
問
題
の
研
^
■

に

社

会

学

，，.
♦
社

会

生

態

学
 

の
新
し
い
観
点
'を
取
り
入
れ
よ
.

.5
^

し
て
.

ぐ

る
.
。

我
 

々
経
済
分
.析
家
'€
>

せ
場
か
.ら
は
取
り
上
げ
る
こ
と
の 

な
い
公
害
問
題
、：
青
少
年
問
題
等
：の
社
会
病
理
問
題 

が

；
そ

れ

，で

.
あ
る
。

. 

■
.
.
.

.

第

七

章「

人
㈡

都
市
化
の
地
域
め
展
P

 

.

(

浜

英
. 

彦
.

右
南
国
'
.
大
®

-:
.

兼
清
弘
.
之)

.

で
は
、
明
洽 

初
年
か
ら
近
年
に
い
た
る
長
期
㈣

の
0

0

A
 

ロ
.の
変 

化
形
態
を
：観
察
し
、：

首
都
圏
地
域
に
つ
い
て
の
人
口 

構
造
分
析
、，
と
り
わ
け
、
北
関
東
衛
星
諸
都
市
■
の
■地 

域
人
口
の
問
題
占1

を
指
摘
し
て
い
る
。

.

.

.

第

八

章「

日
本
に
.お
け
る
人
口
都
市
化
と
地
域
開 

発
に
関
す
る
諸
問
題」

(

黒
田
俊
夫)
.

で
は
、
人
口 

都
市
化
間
題
の
本
質
を
労
姻
カ
移
動
を
引
き
起
す
地 

域
間
経
済
格
差
に
あ
る
と
み
る
。.
，そ
.
の
た
め
に
、
人 

ロ
都
市
化
を
地
域
経
：済
成
長
と
：の
関
連
に
お
：い
：て
観 

察
し
、
労
働
力
人
口
の
地
域
構
造
と
変
動
を
分
析
し

七〇

£
1

.

四)

.

て
い
る
。

:
'
経
済
分
析
の
立
場
が
ら
人
口
集
中
問
鹿
に
ア
ブ
口 

丨
チ
す
る
者
に
と
っ
て
も
、
以
上
の
各
章
が
行
な
っ 

.

て
い
る
展
望
と
分
析
は
、
是
非
と
も
参
照
に
値
す
る 

も
の
で
あ
る
と
思
う
。

(

勁
草
書
房
•
人
口
学
研
究
会 

研
究
叢
書
&

.

人
5

“
 

二
八
.
〇
頁

•

r

一〇
〇
円)

I

鳥
居
泰
彦

I

*

 

氺 

*

'

根

岸

へ

隆

著:

•

.

.

.
-

『

価
格
と
配
分
の
理
論

』

表
題
の
示
す
ょ
う
に
、
本
書
は
価
格
機
構
を
通
.-
1

: 

て
.

の
資
源
配
分
と
い
う「

経
済
学
の
中
心
問
題」

_

に 

つ
い
て
罾
豸
が
力
ル
の
専
門
誌
に
発
表
さ
れ
た
論
文 

を
中
心
に
、
ご
く
最
苋
に
至
る
ま
で
の
研
究
成
果
を 

ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
析
の
手
法
と 

し
.て
は
ヮ
ル
ラ
ス
以
来
の
一
般
均
衡
分
析
を
主
体
と 

し
て
お
り
、
前
半
の一

〜

四
章
で
は
、
新
し
い
角
度 

か
ら
競
争
均
衡
の
存
在
と
■
厚
生
経
済
学
的
意
義
、
ま 

た
後
半
の
：五
ハ
七
章
で
は
競
争
市
場
の
安
定
性
の
問 

題
.が
論
じ
ら
れ
て
：い
る
。

章
は
価
格
と
配
分
と
題
さ
れ
、
以
後
の
数
学 

.

的
準
備
と
し
て
の
非
線
型
計
画
法
に
つ
.い
て
の
解

説
 

'
に
つ
づ
い
て
、
伝
統
的
な
企
業
な
ら
び
に
家
計
の
主 

体
的
均
衡
の
理
論
、
競
争
均
衡
と
パ
レ
ー
ト
最
適
と

の
関
連
が
■
装
い
を
新
.
た
に
し
て
述
ベ
ら
れ
て
い
る
。
 

企
業
の
理
論
で
は
生
産
過
程
の
線
型
性
と
：各
企
業
に 

固
有
な
牛
一
産
要
素
の
'存
在
を
仮
定
し
て
い
る
点
が
商 

白
く
線
型
計
画
法
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
：お
り
、
家 

計
の
理
論
で
は
無
差
別
曲
面
の
凸
性
の
仮
定
の
吟
味 

等
も
行
わ
.
れ
て
い
る
。
ま
た
完
全
競
争
均
衡
の
音
|義

.
に
.
'っ
.
.い
て
‘

ド
.

ゥ
ブ
リ
.
.ユ
ー
と
'

ス
.
力
.
I

.
フ
ら
に
.
よ
，る

.「

核」

ガ
議
論
.
の
紹
介
が
あ
る
。

V
. 

'
- 

つ
ぎ
の
第
一

一
章
で
は
，
ま
ず
バ
ー
グ
ソ
ン
の
?±

を 

的
無
差
別=

§

線
の
凸
性
に
.
.つ.
い
て
：吟
味
し
た
後
、
社 

会
的
厚
生
関
数
の
最
大
化
と
完
全
競
争
均
衡
と
の
.関 

速
に
づ

い

て

、

所

得

の

.
限

界

効

用

の

逆

数

に

比

例

し
 

た
ゥ

ヱ

ィ
ド
を
社
会
的
蜇
要
度
と
み
な
せ
ぱ
、
各
人 

o

効
用
に
関
し
て
線
型
.
の
.
社
会
的
厚
生
関
数
'
を
.
最
大
- 

に 
ず
る 
手
続
き
と
、
 

完
全
競
争
に
よ
る
資
源
配
分
の 

結
果
と
が
原
理
的
に
等
値
で
あ
る
こ
：と
が
主
張
さ
れ 

る
。
つ
い
•

で
こ
の
眼
界
効
用
の
逆
数
に
相
•応
す
る
社 

会
的
主
要
度
を
も
っ
た
厚
生
関
数
の
存
在
を
示
す
こ
. 

ど
に
よ
っ
て
、
競
争
均
衡
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る
。

:

さ
て
固
定
的
な
財
の
投
入
が
必
要
で
.な
：い
場
合
に 

は
：.

能
率
の
惡
、-
>

企

業

：
で

‘

生

産

を

停

止

す

る

.

^

と
 

に
よ
っ
て

少

な

く

と

も

ゼ

ロ

の

利
潤
ば
確
保
し
テ
る
. 

か
.

ら
、
均
衡
状
態
で
.

の
企
業
の
.

利
潤
は
：非
負
で
^

る0 

し
か
し
、
固
定
的
な
投
入
が
大
き
け
れ
ば
損
失
を
こ 

ぅ
む
る
企
業
も
あ
り
ぅ
る
が
：、
そ
の
場
合
、
当
面
の 

企
業
.の
存
在
は
社
会
的
：に
.望
ま
し
く
な
い
.か
.と

；い

ぅ

新

•.刊

紹

介

と
必
ず
し
も
そ
ぅ
で
ほ
な
い
。
こ
の
よ
ぅ

な
企
業
の 

社
会
的
有
用
性
と
利
潤
と
.
の
関
係
、
，さ
ら
.

に
：は
消
費 

者
な
ら
び
fc

生
産
者
余
剰
の
.意
味
す
る
と
こ
..ろ

、
独 

占
利
潤
の
厚
生
経
済
学
的
意
義
等
を
論
じ
.

た
：の
が
第
. 

1

ニ
章
で
あ
る
.
。
つ
づ
く
第
四
章
で
は
、
外
部
経
済
な 

ら
び
に
不
経
済
の
.

問
題
が
极
わ
れ
、，
社
会
的
に
最
適 

な
資
源
配
：分
が
、
..必
ず
し
も
私
企
業
の
技
術
的
有
効 

性
を
意
味
し
な

い
こ
と
が
示
さ
.
れ
る
》
:

.

後
半
の
；一11

つ
め
章
は
藤
争
市
場
の
安
定
分
析
に
あ 

て
ら
.

れ
て
い
る
'
。
周
知
'の
よ
ぅ
に
多
数
財
市
場
の
安 

定
分
析
は
ヒ
ッ
ク
.

：ス
、
サ
ミ
ュ

エ
ル
ソ
ン
の
安
定
条
. 

■

件
論
を
先
駆
^

し
て
.
.
.
.
:'

ー.
.九
五
0

年

代

の

资

半

か

.

.
ら
 

ス
タ
シ
：フ
.

ォ
ー
卞
大
学
を
中

心

.
と

し

て
著

し

.
い進
展 

を
み

た
理
論
で

あ

り

、
.こ

こ

で

も

主

と

し

て

後
者
の 

.

貢
献
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
後
半
の
.
中

心

と 

目
さ
れ
る
第
五
章
で
は
、
粗
代

替
性
を
仮

定

し

た場 

合

の

摸

索

過

程

の

太

域

的

安

定

の

：証

明

と

ノ

そ

の

仮 

定
：が
な
い
.
場
合
の
.

ス

力
I

フ
の
反
嗍
、：
そ
し
て
非
摸 

索
過
程
の
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。:
つ
づ
く 
5

ハ 

章
で
は
、'
同
じ
く
粗
.代
替
性
を
仮

定

し

て

..、

.
、
摸

索

過
' 

程
の
局
所
的
安
定
性
の
証
明
、
最
後
の

館
七
章
で
は 

非
摸
索
過
程
に
お
.け
る
安
定
条
件
が
詳
細
に
検
討
さ 

れ
て
い
る
.。
ま
.
た
.
付
録
に
■

は
価
^.
.

理
論
.
に
.
お
.け
る
貨 

幣
、
そ
れ
に
合
理
的
期
待
形
成
め
問
題
が
論
じ
ら
れ 

て
い
る
。

':
'

.- 

议
上
概
観
し
た
打
ぅ
に
、
本
書
は
従
来
の
価
格
理

論
の
主
要
な
問
題
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
、.

か
.つ
著
者 

自
身
の
貢
献
を
中
心
に
最
近
の
進
展
の
あ
と
を
体
系 

的
に
整
理
し
た
も
の
：で
、
こ
の
分
野
の
理
論
の
成
果 

に
興
味
を
持
つ
も
の
、
な
ら
び
.に
す
す
ん
で
新
し
い 

研
究
を
行
う
も
の
に
-と
っ
て
の
恰
好
の
書
で
あ
る
ど 

'

い
う
と
と
が
で
き
^

た
だ
本
文
中
に
.

は
、
不
注
意 

に
ょ

る

ミ

.

ス
と
少
な
か
ら
ぬ
誤
植
、1

見
す
る
こ
と 

が
読
ん
で
い
て
気
に
な
ら
な
•
い
で
は
な
い
。
し
か
し 

と
も
，か
く
、
こ
の
ょ
.う
な
内
容
の
専
門
書
が
わ
が
国 

で
.
出
版
さ
れ
た
こ
.と
は
、
A

れ

わ

れ

の

.ほ

と

り

と

す 

へ
：き

と

と

が
.
ら
て
あ
る
'.
0'

本
書
を
こ
の
分
野
の
標
準
書
で
あ
る
ヒ
ッ
ク
ス
の 

.

.

.

『

俩
値
と
資
本』

、

サ
ミ
ュ
エ
.

ル
ソ
シ
.の

.

『

経
済
分 

祈
の
基
礎』

、
そ
れ
に
■ド
ゥ
ブ
リ
ュ
I

の

『

価
値
の 

理
論』

等
.と
比
較
し
た
場
合
、
本
文
の
七
分
の
三
を 

.

安
定
分
析
に
ざ
い
て
い
る
こ
と
が
極
め
て
特
徴
的
で 

.

あ
る
。
こ
れ
は
著
者
の
研
究
の
好
み
を
示
し
て
い
る 

と
同
時
に
、
あ
る
意
味
で
と
こ
数
年
の
学
会
の
動
き 

を
反
映
し
て
い
ざ
と
い
.

え

る

か

：も

知

れ

な

い

°
-

な
お
議
論
の
性
質
上
、
数
学
的
計
画
法
や
非
負
行 

一
列
に
.

っ
い
.

て
の
成
果
、
そ
れ
に
リ
ャ
プ
ー
ノ
フ
の
方 

:

法
筹
を
用
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る

箇
所
が
あ

る

の 

で
、

一

0

の
読
者
は
最
初
.
は
や
や
親
し
み
に
く
い
と 

い
う
感
じ
を
い
だ
が
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し 

.

必
要
な
数
学
的
知
識
の
.
大
部
分
は
、
本
文
中
に
筒
単 

な
説
明
が
与
え
^

れ
て
い
名
か
ら
、
ご
く
基
本
的
な

.

モ

ー

2

一
 
_

s


